
を
蓮
べ
ら
る
る
こ
と
甚
だ
詳
し
い
。
蓋
し
本
書
は
朝
鮮
史
三
界
永

遽
の
津
梁
と
し
て
其
の
名
は
不
朽
で
あ
ら
う
。
（
業
界
、
二
四
七
頁
、

償
、
ご
・
五
〇
瞬
［
。
京
城
府
長
谷
川
町
ゆ
振
替
京
城
三
三
四
一
番
。
近
澤
書

店
獲
行
。
京
都
寺
町
丸
太
町
繁
文
堂
書
店
取
次
〕
（
那
波
）

○
國
三
者
谷
川
士
清
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
竹
男
著

　
著
者
多
年
師
事
せ
る
西
辮
博
士
は
序
文
の
う
ち
に
お
い
て
，
最

初
に
醤
を
畢
び
、
後
置
學
研
究
に
入
れ
る
著
者
の
経
歴
を
顧
み
、

本
書
の
特
質
と
し
て
、
著
者
の
郷
土
を
罰
じ
う
す
る
先
賢
に
封
ず

る
敬
慕
の
情
と
、
更
に
科
墨
的
研
究
の
精
紳
と
を
注
意
せ
ら
れ
た

こ
の
著
者
の
態
度
は
誠
に
本
書
を
貫
ぬ
き
髄
所
に
見
出
さ
る
・
も

の
で
あ
り
、
墨
蘭
が
直
ち
に
人
格
の
反
映
な
る
こ
と
、
護
後
感
に

お
い
て
著
し
き
も
の
が
あ
る
。

　
「
谷
川
紳
魔
創
立
の
思
ひ
鼠
」
に
語
ら
る
蕊
著
者
の
崖
涯
は
、
年

少
に
し
て
慈
父
よ
り
郷
土
の
先
賢
、
本
居
宣
長
を
聞
き
、
ま
た
谷

川
士
清
を
知
り
、
成
年
遊
學
の
後
は
露
郷
の
度
に
宣
長
、
士
清
に

つ
き
て
郷
老
と
物
語
つ
た
。
期
か
る
襖
に
育
く
ま
れ
た
貧
崇
の
念

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

は
、
更
に
士
清
の
埋
も
れ
た
功
績
を
顯
卑
し
、
も
っ
て
現
代
文
化

の
懸
る
と
こ
ろ
を
探
ら
う
と
し
，
（
三
頁
）
ま
た
、
士
清
憩
祉
建
設

の
蓮
動
に
ま
で
至
ら
し
め
た
。
然
し
こ
れ
は
、
た
∬
盲
段
的
な
る

郷
土
愛
の
み
で
な
い
。
そ
の
よ
る
と
こ
ろ
は
、
記
録
、
文
書
に
っ
き

榑
く
資
料
を
探
り
、
ま
た
郷
土
に
お
け
る
未
知
資
料
を
多
く
得
て

そ
の
嚴
密
な
る
研
鑑
、
自
由
な
る
騙
使
よ
り
來
る
論
定
で
あ
る
。

随
庭
に
見
ゆ
る
書
紀
通
讃
，
倭
訓
栞
等
其
他
の
巧
み
な
る
利
用
、

南
朝
雅
録
の
考
諭
（
四
三
…
四
七
頁
）
騒
學
規
想
研
究
材
料
の
紹
介

（
七
四
頁
）
等
々
。
然
し
、
こ
の
説
く
と
こ
ろ
は
忠
歪
な
る
記
述
に

止
ら
す
、
士
清
の
諾
意
の
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
に
及
ん
だ
。
斯
く

す
る
こ
と
は
、
廣
き
概
見
と
深
き
洞
察
の
後
に
成
し
得
る
も
の
で

あ
り
、
何
入
も
至
難
と
す
る
と
こ
ろ
、
著
者
は
随
塵
に
こ
れ
を
試

み
た
。
中
に
は
彼
の
鳥
道
に
お
け
る
復
古
的
傾
向
を
憩
酒
思
想
に

お
い
て
垂
加
流
を
う
け
つ
つ
復
古
赫
々
の
先
輿
的
立
場
を
と
る
も

の
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
鏡
き
考
察
も
あ
る
。
（
百
頁
）

　
通
巻
塗
骨
編
、
士
清
の
紳
道
観
、
國
膿
思
想
槻
、
欝
道
観
よ
り

こ
の
學
派
，
特
に
唐
崎
恋
愛
と
の
蘭
係
に
及
び
，
ま
た
本
居
宣
長
。

と
の
學
問
的
交
流
な
る
興
味
あ
る
問
題
に
鰯
て
る
る
。
此
等
に
あ

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
二
號
　
　
四
コ
ニ
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紹
　
　
　
介

っ
て
は
、
士
溝
は
二
者
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
思
想
家
と
し
て

多
く
読
明
さ
れ
で
を
り
、
從
っ
て
書
紀
通
謹
、
倭
訓
栞
等
を
墨
壷

的
勢
作
と
し
て
滲
察
す
る
こ
と
は
な
く
、
た
黛
彼
の
思
想
理
解
の

た
め
に
引
用
せ
ら
る
・
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
士
清
の
學
間
傾

向
に
よ
る
と
共
に
ま
た
著
者
が
彼
の
思
想
的
百
脚
立
の
も
と
に
あ
る

よ
り
來
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
本
書
に
お
い
て
、
斯
く
、
士
清
の
痩
問
は
特
色
あ
る
も
の
と
し

て
、
種
々
方
面
よ
り
設
か
れ
て
る
る
。
ひ
と
つ
の
特
質
を
明
ら
か

に
す
る
と
は
同
時
に
他
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
國
學
研
究

が
本
書
を
基
鮎
と
し
て
よ
き
展
開
を
遽
け
ら
る
る
を
期
待
す
べ
き

で
あ
ら
う
。
（
東
京
湯
川
弘
丈
鮭
獲
行
、
菊
こ
六
「
頁
、
搬
紛
三
一
圃
、

定
演
武
圓
八
拾
銭
）
（
藤
）

○
寺
院
経
濟
変
研
究
　
日
本
宗
教
史
研
究
會
編

　
二
重
の
赴
會
経
濟
史
研
究
が
隆
盛
に
な
っ
て
か
ら
最
早
や
撒
年

を
経
過
し
て
み
る
。
試
み
に
本
年
度
各
大
饗
の
國
愛
學
科
卒
業
論

文
を
見
て
も
そ
の
蝸
斑
を
窺
ひ
得
る
如
く
、
國
愛
畢
界
に
於
い
て

所
講
就
會
樫
濟
史
の
研
究
論
著
は
歴
倒
的
優
位
を
占
め
つ
・
あ
る

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
第
二
號
　
　
四
一
四

現
況
で
あ
る
。
陣
し
て
こ
・
に
、
こ
の
方
面
の
俊
秀
な
る
新
進
墨

徒
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
み
る
日
本
宗
教
史
研
究
會
は
、
先
に
そ
乳

の
研
究
の
成
果
を
世
に
周
ひ
し
第
「
輯
に
綾
い
て
、
寺
院
縫
濟
史

に
諾
す
る
も
の
を
集
録
し
、
「
日
本
宗
教
実
研
究
第
二
輯
」
と
し
て

公
刊
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
是
亦
斯
界
隆
蓮
の
波
に
乗
る
と

共
に
盆
々
そ
の
趨
勢
を
進
め
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
本
書
の
内
容
を
渦
瞥
す
る
に
一
竹
内
理
三
氏
の
「
成
功
・
榮
爵

考
」
は
、
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
日
本
寺
院
経
濟
史
の
一
節
と
し

て
」
が
示
す
如
く
、
成
功
・
及
び
榮
欝
を
寺
院
経
濟
と
踊
聯
せ
し

め
、
幾
多
の
事
例
を
援
引
し
て
之
を
究
明
し
て
み
る
。
痩
月
圭
吾

氏
の
「
中
世
興
鵬
寺
領
に
於
け
る
用
水
の
続
翻
し
は
、
用
水
系
統
の

地
理
的
考
察
、
用
水
統
制
の
内
容
，
用
水
統
制
の
崩
壌
等
の
章
に

分
ち
て
、
庄
園
統
翻
上
重
要
な
る
意
味
を
有
す
る
用
水
統
制
礎
が
、

庄
園
領
主
た
る
興
福
寺
の
統
制
を
離
れ
て
、
次
策
に
強
力
な
る
豪

族
の
手
に
掌
握
さ
れ
て
行
く
過
程
を
論
じ
て
み
る
。
中
村
吉
治
氏

の
「
田
地
に
憩
木
を
立
て
る
こ
と
」
は
，
興
藤
寺
に
於
て
領
内
農
村

を
差
押
へ
る
爲
に
憩
木
を
用
ひ
た
例
を
畢
け
て
從
來
看
却
さ
れ
て

る
た
紳
木
の
経
濟
史
上
有
す
る
意
義
を
閾
明
し
、
並
に
熱
札
と
神

（　IS6　）


